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送電ロスについて考える 

＜現状の把握＞ 

 シミュレーションで、並列回路における、供給電力と消費電力の和を調べてみよう。 

 

復習 電力＝電流×電圧 

【電池】 電圧（ 9 ）V 

   流れる電流（ 1.8 ）A 

   電池の供給電力（ 16.2 ）W ① 

【豆電球 A】（上） 電圧 （ 9 ）V 

   流れる電流（  0.9 ）A 

   消費電力（ 8.1 ）W ② 

【豆電球 B】（下） 電圧 （ 9 ）V 

   流れる電流（  0.9 ）A 

   消費電力（ 8.1 ）W ③ 

 消費電力の和 ②＋③＝（ 16.2 ）W ④ 

供給電力と消費電力の差 ①–④＝（ 0 ）W ⑤ 

＜並列回路の特徴の確認＞ 

 ・電流：電池に流れる電流は、各電球を流れる電流の和になる 

 ・電圧：電池・各電球にはたらく電圧が同じになる。 

 

＜実際の回路で調べてみよう＞ 

 

【電池】 電圧（ 2.35 ）V 

   流れる電流（ 0.55 ）A 

   電池の供給電力（ 1.3 ）W ① 

【豆電球 A】（上） 電圧（ 2.0 ）V 

   流れる電流（ 0.26 ）A 

   消費電力（ 0.52 ）W ② 

【豆電球 B】（下） 電圧（ 2 ）V 

   流れる電流（ 0.27 ）A 

   消費電力（ 0.54 ）W ③ 

 消費電力の和②＋③（ 1.06 ）W ④ 

供給電力と消費電力の差①–④（ 0.24 ）W 

⑤ 

送電ロスの割合の計算 

送電ロスの割合 =
送電ロス⑤

供給電力①
× 100 = ( 18 )% 

なぜ？ 
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送電ロスについて考える 

（  ）組（  ）番（          ） 

 世界では送電ロスが 50%の地域もあり社会問題になっていま

す。あなたは電力会社の社員です。送電ロスをできるだけ小さく

するための方法を考えてください。 

 

 

あなたの所属する会社名（       ）電力株式会社 

 

＜課題＞ 送電ロスを減らす方法を考えよ！ 

まずは目の前の回路の送電ロスを減らしてみよう。解決策の提案 

個人の考え・発見 仲間・チームの発見 

・導線にも抵抗があるので、そこで電力が消

費されているのではないか。 

 →導線を短くしよう 

・導線の接続部に原因があるのではないか。 

 

 

 

 

※ 他の社員のアイデアと共通→赤ペンで下線を、異なったもの→右の箱に書き込もう。 

 他者の意見を聞く中で思いついたアイデアは青で書こう。 

 

＜実際に試してみよう！＞ 

・変えてはいけないもの 発電所の能力（電池の条件（直列２個））と家庭の数（豆電

球の条件（並列２個））は変更しない 

・送電ロスが一番小さい会社が優勝 

 

＜計算欄・工夫したところ・次回試してみたいことメモ＞ 

 

 

 

 

 

 

 

＜私の会社の最終的な実験結果＞ 

送電ロスの割合 =
送電ロス⑤

供給電力①
× 100 = ( 40 )% 
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【送電ロス対策について考えたり・調べたりしよう】 

① 今回の工夫の中（他の班も含む）から、有効と考え

るものについて書き取り、その科学的な意味について考

えてみよう。 

② ①のその方法が実社会でも活用されているのか調べ

てみよう。また活用されていないとすれば、なぜなのか

を考えてみよう。 

③ ①で見つけた方法以外で、送電ロスを減らす対策に

ついて実社会で取られている方法について調べてみよう。 

① 

・電線を束ねるなどして今よりも太くする → 送電線の抵抗を小さくする 

・電線の長さを短くする、太陽光や風力などできるだけ消費地の近くで発電を進める 

→ 送電の際に逃げてしまう電力を小さくしたい 

・材質を変える →抵抗率を低くする 

 抵抗率からすると銅が望ましいが、値段や加工のしやすさからアルミが用いられてい

る 

・そもそも電力をあまり使わないようにする 

 → 消費電力自体を減らす 

 

②・③ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


